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行
政
報
告

■
町
長
か
ら
町
政
の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
大
阪
市
在

住
の
中
野
幸
子
さ
ん
か
ら
神
山
町
の
た

め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

十
一
月
に
多
額
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
平
成
十
九
年
に
も
多
額
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
平
成
二
十
三
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
、
国
の
二
十
三
年
度
の
概
要
要
求
で
社

会
保
障
費
の
自
然
増
に
対
応
す
る
地
方
財

源
の
確
保
を
含
め
、
一
般
財
源
総
額
に
つ

い
て
実
質
的
に
平
成
二
十
二
年
度
の
水
準

を
下
回
ら
な
い
よ
う
確
保
す
る
考
え
方
が

示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

■
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
別
枠
加
算

の
廃
止
が
決
ま
れ
ば
、
本
年
の
国
勢
調
査

に
よ
り
人
口
減
少
が
確
実
で
あ
る
本
町
に

と
り
更
な
る
地
方
交
付
税
の
大
き
な
減
少

が
見
込
ま
れ
る
。

■
町
税
は
、
減
少
傾
向
が
続
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
に
つ
き
ま
し

て
は
今
後
更
に
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。

■
歳
出
は
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い

て
、
学
校
の
耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め
て

い
る
が
、
今
後
は
学
校
以
外
の
公
共
建
築

物
に
つ
い
て
も
耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め

る
こ
と
と
し
、
来
年
度
か
ら
耐
震
診
断
に

着
手
し
、
町
施
設
の
安
全
性
を
確
保
い
た

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
十
五
年

を
経
過
し
老
朽
化
が
進
み
、
安
定
的
な
運

用
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

来
年
度
基
本
設
計
に
取
り
か
か
り
、
早
い

時
期
に
更
新
い
た
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
第
四
次
神
山
町
総
合
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
今
も
本
町
で
は
、
著
し
い
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
農
林
業

を
初
め
と
す
る
地
域
経
済
の
再
生
、
身
近

な
生
活
交
通
の
確
保
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
行
政
課
題
に
的
確
に

対
応
し
、
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
、
こ
の
度
、
平
成
二
十
三
年

度
か
ら
三
十
二
年
度
ま
で
の
十
年
間
の
町

民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
行
動

指
針
と
な
り
ま
す
第
四
次
神
山
町
総
合
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。

■
町
長
等
の
給
与
は
、
平
成
二
十
三
年
度

も
平
成
二
十
二
年
度
に
引
き
続
き
、
町
長

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
副
町
長
一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
、
教
育
長
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
神
山
町
の
水
道
は
、
近
い
将
来
、
町
内

の
施
設
を
全
て
統
合
し
、
一
つ
の
簡
易
水

道
と
す
る
計
画
を
い
た
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
機
会
に
町
内
の
水
道
料
金
を
統

　12月定例議会は平成22年12月13日から21日まで９日間の会期で開催しました。
　提出議案は、補正予算５件、条例の制定及び条例の一部改正４件、町道路線認定１件、工事請負
契約の締結１件、神山町総合計画１件、規約の変更１件、計13議案を審議しいずれも原案通り可決
しました。
　一般質問では３議員が登壇し（５ページから掲載）それぞれ町の考えを質問しました。

12月定例会神山町議会

一般会計	 41億2，832万円
国民健康保険特別会計	 10億4，383万円
簡易水道事業特別会計	 １億2，247万円
介護保険特別会計	 ８億6，413万円
後期高齢者医療特別会計	 １億　607万円

　　（左は予算総額、（　）内は補正額）

高齢者等タクシー助成事業2月より実施される
◎高齢者等タクシー助成事業	 228万円

(2月〜3月分)
◎ふるさと振興基金積立金	 1,000万円
◎老人ホーム非常用発電機設置購入費	  420万円
◎県単林道工事	  200万円

主　な　内　容

	 （1，700万円）
	 （　524万円）
	 （　156万円）

（	△　104万円減額）
（△1，580万円減額）

　一般会計補正予算並
びに4特別会計補正予
算が提案され、総額で
696万円が追加されま
した。

　一般会計は、主に高齢者等タクシー助成事
業、ふるさと振興基金積立金、老人ホーム非
常用発電機設置購入費等の補正となっており
ます。

12 月
補正予算
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一
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
神
山
町
元
気
力
創
出
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
町
づ
く
り
の
推
進
を
支
援
す
る
た
め
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
五
事
業
を
採
択
実
施

し
、
成
果
を
上
げ
て
き
た
ま
ほ
ろ
ば
の
里

づ
く
り
助
成
事
業
が
平
成
二
十
二
年
度
と

二
十
三
年
度
で
終
了
す
る
。
平
成
二
十
三

年
度
か
ら
も
引
き
続
き
町
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
た
く
、

地
域
元
気
力
創
出
助
成
事
業
を
創
設
し
、

助
成
金
を
交
付
し
、
取
り
組
み
に
対
し
支

援
を
し
た
い
。

■
神
山
町
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成

事
業
で
す
が
、
こ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
方
々
が
住
み

な
れ
た
神
山
町
の
地
域
で
自
立
し
た
生
活

が
送
れ
ま
す
よ
う
に
、
通
院
あ
る
い
は
買

い
物
、
あ
る
い
は
金
融
機
関
等
に
利
用
し

た
タ
ク
シ
ー
運
賃
を
助
成
し
、
生
活
支
援

を
い
た
す
も
の
で
す
。二
月
か
ら「
の
ら
ん

で
サ
ー
ビ
ス
」
と
命
名
し
施
行
す
る
も
の

で
あ
り
、
日
常
生
活
の
生
活
交
通
の
助
成

を
図
り
た
く
、
今
回
の
補
正
予
算
で
来
年

二
月
と
三
月
分
、二
カ
月
分
の
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
事
業
委
託
料
を
計
上
し
て
い
る
。

■
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
に
つ
い
て
は
、
現

在
、子
宮
頸
ガ
ン
を
防
ぐ
た
め
、町
内
の
中

学
三
年
生
の
女
子
全
員
に
子
宮
頸
ガ
ン
予

防
ワ
ク
チ
ン
を
全
額
公
費
負
担
で
接
種
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、接
種
対
象
者
を
中

学
一
年
生
か
ら
高
校
一
年
生
ま
で
に
拡
大

を
い
た
し
ま
す
。ま
た
髄
膜
炎
を
防
ぐ
た

め
に
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
〇
歳
児
か
ら
四

歳
児
を
対
象
に
全
額
助
成
を
い
た
し
ま
す
。

■
県
道
神
山
鮎
喰
線
の
南
馬
喰
草
地
区
の

改
良
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
に
整
備
を
要

望
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

本
年
度
測
量
な
ど
の
現
地
調
査
費
が
計
上

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

■
地
域
活
性
化
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
国

の
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
た
地
域
活
性

化
交
付
金
の
本
町
の
交
付
限
度
額
は
、
地

域
振
興
に
充
当
し
ま
す
。

■
Ｊ
Ａ
名
西
郡
の
す
だ
ち
と
梅
の
兼
用
選

果
機
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
名
西
郡
で
は
、神

山
セ
ン
タ
ー
の
す
だ
ち
選
果
機
と
、
阿
野

選
果
場
の
梅
選
果
機
の
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、こ
の
度
、神
山
セ
ン

タ
ー
に
す
だ
ち
と
梅
の
兼
用
選
果
機
の
導

入
を
計
画
し
、
現
在
、
県
を
通
じ
て
国
へ

要
望
し
て
い
る
。
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
諸
報
告

●�

平
成
二
十
二
年
定
例
監
査
結
果
報
告
並
び

に
十
、十
一
月
分
の
例
月
出
納
検
査
報
告

　

監
査
委
員
か
ら
職
員
の
不
祥
事
続
発
、

町
営
バ
ス
の
赤
字
経
営
対
策
、
町
税
等
の

徴
収
努
力
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
、
財
産

管
理
等
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
指
摘
、
並

び
に
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
属
す
る

出
納
状
況
を
出
納
機
関
の
諸
帳
簿
、
指
定

金
融
機
関
提
出
の
収
支
日
計
表
、
証
憑
書

類
と
照
合
し
た
結
果
、
過
誤
の
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

●
第
五
十
四
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

の
出
席
報
告

　

議
長
か
ら
十
一
月
十
七
日
か
ら
十
一
月

十
九
日
ま
で
、
東
京
N
H
K
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
、
出
席
し
た
こ
と

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

●
議
員
派
遣
報
告

　

平
成
二
十
二
年
国
道
一
九
三
号
倉
良
ト

ン
ネ
ル
開
さ
く
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
ほ

か
七
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
条
例
制
定
・
改
廃
等

●�

町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

月
額
町
長
七
四
万
六
千
円
、
同
じ
く
副

町
長
五
九
万
七
千
円
、
教
育
長
の
給
料
は
、

月
額
五
四
万
一
千
円
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

  

本
条
例
の
改
正
は
、
期
間
を
平
成

二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
と
改

め
、
平
成
二
十
二
年
度
と
同
様
に
町
長
は

二
〇
％
、
副
町
長
は
一
〇
％
、
教
育
長
は

五
％
基
礎
額
に
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
て

得
た
額
を
給
料
月
額
と
定
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
カ
ッ
ト
に
よ
り
、
本
来
の
額
に
比
べ

約
二
八
三
万
円
程
度
の
歳
出
削
減
が
図
ら

れ
る
。　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

●�

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に
関
す
る
議
会

の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例
の

制
定

　

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
は
、
人
口
定
住

の
た
め
に
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保
に
向

け
て
、
徳
島
市
と
周
辺
市
町
村
が
一
対
一

で
連
携
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
役
割

分
担
し
て
い
く
こ
と
を
明
示
し
、
議
会
の

議
決
を
経
て
定
め
る
協
定
。
こ
の
形
成
協

定
の
締
結
は
、
国
の
定
住
自
立
圏
構
想
推

進
要
綱
で
、
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
締

結
、
変
更
及
び
廃
止
に
つ
い
て
は
、
地
方

自
治
法
第
九
十
六
条
第
二
項
に
基
づ
く
議

会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
る
の
で
、
今
回
、
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
に
関
す
る
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

件
を
定
め
る
も
の
で
す
。

県道神山鮎喰線の未改良区間
（阿野字南馬喰草）
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（
賛
成
多
数
可
決
）

●�
神
山
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正

　

平
成
二
十
一
年
か
ら
平
成
二
十
二
年
に

か
け
て
中
央
簡
易
水
道
か
ら
青
井
夫
へ
の

連
絡
管
の
布
設
等
を
行
い
、
本
年
九
月
に

県
の
認
可
を
い
た
だ
き
平
成
二
十
三
年
三

月
に
青
井
夫
簡
易
水
道
と
青
井
夫
飲
料
水

供
給
施
設
を
中
央
簡
水
に
統
合
す
る
予
定

と
し
て
お
り
、
平
成
二
十
八
年
度
中
に
は

町
内
全
て
の
簡
水
及
び
飲
供
を
統
合
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
今
回
、
給
水
区

域
の
変
更
と
水
道
料
金
の
改
定
を
行
う
も

の
で
す
。　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

●�

神
山
町
教
職
員
住
宅
使
用
条
例
の
一
部

改
正

　

現
在
、
今
井
団
地
は
六
戸
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
二
戸
の
入
居
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
短
期
的
に
は
、
芸
術
家
が
三

カ
月
程
度
入
居
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
入
居
者
の
増
は
見
込
め
ま
せ
ん
の
で
、

教
職
員
の
入
居
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
有

効
利
用
を
図
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

　
議
員
発
議
案

●�

T
P
P（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）へ
の

参
加
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　

政
府
は
、
T
P
P
へ
の
参
加
検
討
を
撤

回
す
べ
き
と
の
地
方
の
声
を
無
視
し
、
先

般
、「
関
係
国
と
の
協
議
を
開
始
す
る
」

旨
の
基
本
方
針
を
決
定
の
上
、
本
年
六
月

頃
ま
で
に
参
加
の
是
非
を
決
め
る
と
し
た
。

　

今
回
の
政
府
の
決
定
は
、
農
山
漁
村
の

み
な
ら
ず
我
が
国
の
行
く
末
に
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
大

い
に
憂
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
政

府
に
対
し
T
P
P
反
対
を
明
確
に
表
明
す

る
と
と
も
に
、
政
府
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

掲
げ
た
農
林
漁
業
と
農
山
漁
村
の
再
生
を

責
任
を
も
っ
て
実
現
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

●�
尖
閣
諸
島
を
は
じ
め
わ
が
国
の
領
土
領

海
を
守
る
た
め
の
意
見
書
の
提
出

　

尖
閣
諸
島
を
は
じ
め
我
が
国
の
領
土
領

海
を
守
り
抜
く
た
め
①
尖
閣
諸
島
に
関
し

早
急
に
諸
般
の
現
地
調
査
を
行
う
と
共
に
、

船
舶
の
安
全
航
行
と
漁
民
の
安
全
操
業
の

た
め
、
灯
台
の
設
置
及
び
避
難
港
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
。
②
現
在
、
外
国

漁
船
に
よ
る
悪
質
な
違
法
操
業
が
繰
り
返

さ
れ
、
日
本
の
漁
場
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
対
策
の
た
め
に
関
係
省
庁
に
よ
る
警

備
体
制
を
強
化
し
、
直
ち
に
拿だ

捕ほ

を
可
能

と
す
る
関
係
法
令
の
整
備
を
は
か
る
こ
と
。

③
現
在
、
自
衛
隊
に
は
、
平
時
に
お
い
て

領
土
領
海
を
守
る
べ
き
法
的
根
拠
が
無
い

た
め
、
速
や
か
に
領
域
警
備
の
た
め
の
法

制
度
を
確
立
す
る
こ
と
。
を
意
見
書
と
し

て
提
出
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

●
議
員
派
遣

　

徳
島
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て
、
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

●
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

　

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
お
け

る
案
件
に
つ
い
て
、
閉
会
中
も
引
き
続
き

調
査
を
行
う
と
決
定
し
た
。

　
　

請
願
・
陳
情
等

●
請
願
書

　

尖
閣
諸
島
を
は
じ
め
我
が
国
の
領
土
領

海
を
守
る
た
め
の
請
願

　

提
出
者　

神
山
町
阿
野　

米
田
末
子

　

紹
介
者　

坂
口
一
之
議
員

（
賛
成
多
数
可
決
）

●
請
願
書

　

神
山
町
議
会
議
場
に
お
け
る
国
旗
・
自

治
体
旗
掲
揚
に
関
す
る
請
願

　

提
出
者　

神
山
町
阿
野　

米
田
末
子

　

紹
介
者　

坂
口
一
之
議
員

　

以
上
二
件
に
つ
い
て
は
、
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

●
陳
情
書

　

電
気
整
備
工
事
・
管
設
備
工
事
の
分
離

発
注
推
進
に
つ
い
て
陳
情

　

提
出
者　

社
団
法
人　

徳
島
県
設
備
業

　
　
　
　
　

協
会　

会
長　

栗
本
利
幸

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
資
料
写
し
配
布

　
そ
の
他

●�

平
成
二
十
二
年
度
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
飛
躍
事
業（
木
造
公
共
施
設
整
備
）

名
西
消
防
組
合
神
山
消
防
署
新
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結

契
約
金
額　

一
億
一
八
五
万
円

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
島
谷
建
設

代
表
取
締
役　

島
谷　

速
敏

（
賛
成
多
数
可
決
）

●
第
四
次
神
山
町
総
合
計
画

　

第
三
次
神
山
町
総
合
計
画
が
、
平
成

二
十
二
年
度
で
目
標
年
次
を
終
了
し
ま
す

の
で
、
新
た
な
視
点
と
将
来
展
望
に
よ
る

新
し
い
第
四
次
総
合
計
画
を
策
定
す
る
も

の
で
す
。

　

本
計
画
は
、
町
づ
く
り
の
将
来
像
、
目

指
す
姿
を
示
し
、
行
政
運
営
の
指
針
と
な

る
町
政
の
最
上
位
の
計
画
で
あ
り
、
町
民

と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
羅
針
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

　

総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、

実
施
計
画
か
ら
構
成
し
て
お
り
、
基
本
構

想
は
、
ま
ち
の
将
来
像
と
将
来
フ
レ
ー
ム

を
定
め
、
将
来
像
実
現
に
向
け
て
の
施
策

方
針
と
施
策
体
系
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

計
画
期
間
は
一
〇
年
間
。

　

基
本
構
想
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

神
山
町
民
で
あ
る
こ
と
に
真
に
誇
り
を
抱

き
、
さ
ら
に
神
山
に
魅
力
を
感
じ
移
り
住
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む
人
の
元
気
も
加
わ
り
一
体
と
な
っ
て
世

界
に
誇
る
神
山
町
を
創
造
し
て
い
く
町
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
将
来
像
を
「
元
気
が
キ
ラ
リ　

咲
き
誇
る　

神
山
町
」
と
定
め
て
い
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

●�

徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
名
称
変
更
に
伴

う
徳
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更

新　

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
組
合

旧　

板
野
東
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
組
合

（
賛
成
多
数
可
決
）

●
町
道
路
線
の
認
定

　

主
要
地
方
道
神
山
鮎
喰
線
よ
り
分
岐
、

佐
那
河
内
府
能
に
至
る
一
、八
九
〇
メ
ー

ト
ル
を「
川
東
府
能
線
」と
し
て
認
定
し
た
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

中
山
間
地
帯
に
位
置
す
る
自
治
体

と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
環
太
平
洋
経
済

連
携
協
定
へ
の
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
、

そ
の
見
解
と
理
由
、
又
参
加
し
た
場
合
の

本
町
へ
の
影
響
は
。

町
　
長

全
品
完
全
自
由
化
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
輸
出
品
目
の
工
業
製
品
等
非
常
に

強
い
分
野
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
農
業
分
野
に

あ
っ
て
は
大
き
な
打
撃
が
あ
る
。
特
に
食

糧
自
給
率
等
に
つ
い
て
も
40
％
か
ら
13
～

14
％
に
落
ち
込
む
推
計
が
出
て
い
る
。
農

業
従
事
者
が
全
国
平
均
65
歳
以
上
と
い
う

事
で
、
大
き
な
意
欲
の
低
迷
と
生
産
の
打

撃
を
受
け
る
と
思
う
。
本
町
の
農
業
従
事

者
も
平
均
70
歳
に
近
い
と
い
う
こ
と
で
非

常
に
苦
し
い
状
況
が
到
来
す
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
私
は
参
加
に
つ
い
て
は
反
対
で
す
。

■ 

再
　
問

　

韓
国
が
自
動
車
、
Ｉ
Ｔ
産
業
で
、
Ｅ
Ｕ

や
Ｆ
Ｔ
Ａ
連
携
で
日
本
よ
り
先
行
し
て
い
る
。

町
長
の
い
う
町
村
会
農
業
関
係
組
織
、
団
体

等
が
反
対
し
て
い
る
理
由
等
も
よ
く
理
解
出

来
る
が
、こ
の
問
題
に
つ
い
て
広
い
視
点
で

の
多
面
的
な
見
方
も
必
要
で
は
な
い
か
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
本
町

に
あ
っ
て
、
柚
子
（
搾
汁
用
）
の

生
産
は
専
業
と
し
て
で
な
く
て
も
、
高
齢

者
の
年
金
の
補
的
収
入
作
目
で
も
あ
る
。

本
年
度
の
出
荷
調
整
や
価
格
の
低
迷
は
回

復
の
見
込
み
も
な
く
、
年
金
補
的
作
目
の

当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
農
業
指
導
班

会
戦
略
会
議
等
で
需
要
喚
起
対
策
等
の
取

り
組
み
が
真
剣
か
つ
早
急
に
な
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
特
に
今
年
は
個
選
出
荷

が
な
く
な
っ
た
事
で
も
問
題
は
大
き
い
。

神
山
町
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
、
県
内
中

山
間
地
域
で
連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
　
長

神
山
町
の
柚
子
の
生
産
状
況
は
、
一
、

生
産
部
会
が
な
い
。　

二
、Ｊ
Ａ
名
西
郡
農
協

の
推
奨
作
物
で
は
な
い
。　

三
、組
織
だ
っ
た

生
産
体
系
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
が
故
に
木

頭
と
か
高
知
馬
路
村
等
々
と
価
格
差
や
課
題

が
出
て
い
る
と
分
析
す
る
。
2
0
0
7
年
あ

た
り
か
ら
香
酸
柑
橘
の
酢
ブ
ー
ム
が
あ
り
、

特
に
柚
子
は
加
工
等
に
大
手
の
製
品
が
出
回

り
、
国
産
よ
り
60
％
位
安
い
原
料
が
韓
国
か

ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
柚
子
の

生
産
農
家
は
海
外
か
ら
の
影
響
を
も
う
す
で

に
受
け
て
い
る
。
柚
子
の
消
費
拡
大
は
木
屋

平
等
で
や
っ
て
い
る
貯
蔵
の
可
能
性
や
、
皮

を
使
っ
た
商
品
開
発
等
に
農
業
指
導
班
会
等

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
県
内
産
地
と
の
連

携
に
つ
い
て
は
、
先
ず
Ｊ
Ａ
が
横
の
話
し
合

い
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
前
へ
進
め
な
い
か
と

思
う
。

■ 

再
　
問

　

県
内
連
携
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
任
せ
で

な
く
積
極
的
な
行
政
対
応
も
必
要
で
な
い
か
。

農
業
指
導
班
会
や
戦
略
会
議
の
機
能
強
化
は

緒
に
就
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
産
業
建
設
課

の
農
業
担
当
部
門
の
強
化
も
必
要
で
な
い
か
。

町
　
長

質
問
の
年
金
の
補
的
作
目
に
つ
い
て

は
、
再
出
発
し
た
農
業
指
導
班
会
戦
略
会
議

等
で
対
応
し
て
い
く
。
軽
量
野
菜
に
つ
い
て

も
現
在
作
目
に
つ
い
て
具
体
的
な
対
応
を
は

じ
め
て
い
る
。
役
場
の
農
業
担
当
部
門
の
強

化
に
つ
い
て
は
指
摘
の
通
り
か
と
思
う
。
課

の
再
編
や
行
革
の
中
で
、
ち
ょ
っ
と
荒
っ
ぽ

さ
が
見
え
た
か
な
と
思
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
担
当
部
門
は
あ
る
程
度
の
特
殊
な
特
別

チ
ー
ム
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な
と
思
っ
て

い
る
。
強
化
に
つ
い
て
は
今
後
考
え
て
い
く
。

一一一
般般般
質質質
問問問
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２

町道に認定された川東府能線
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11
月
27
日
の
雨
氷
被
害
町
有
林
の
雑

木
苗
植
栽
は
企
業
、
一
般
、
高
校
生
、

中
学
生
が
一
体
に
な
っ
て
の
取
り
組
み
は
意

義
が
あ
る
。
神
山
の
人
工
林
は
何
世
代
に
も

遡
っ
て
、
長
い
年
月
と
勤
勉
な
取
り
組
み
に

よ
っ
て
成
し
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
行
政

に
あ
っ
て
も
官
行
造
林
事
業
等
で
深
山
、
山

の
頂
き
ま
で
植
林
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
こ

の
人
工
林
は
多
面
的
に
課
題
山
積
し
て
い
る
。

今
回
の
雨
氷
被
害
も
、
人
工
林
に
対
す
る
自

然
の
厳
し
い
警
鐘
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
達
に
よ

り
、
息
長
く
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

な
い
か
。
特
に
次
世
代
へ
の
引
継
ぎ
が
重
要
で
、

今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
小
学
生
に
も
こ
の

活
動
の
一
端
担
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
菊
作

り
の
様
な
要
領
で
山
行
の
雑
木
苗
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
、
又
今
回

の
議
会
で
上
程
さ
れ
て
い
る
、
一
般
会
計
補

正
予
算
歳
入
に
雨
氷
被
害
に
対
す
る
町
有
林

災
害
共
済
金
3
2
2
万
6
千
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
、
こ
の
共
済
金
を
少
し
で
も
人
工
林

の
自
然
回
帰
の
た
め
の
樹
種
転
換
活
動
に
充

当
す
べ
き
で
な
い
か
。

河
野
教
育
長

小
学
校
で
は
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
に

於
て
、
生
命
が
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
、
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
こ
と
や
、
美

し
い
も
の
に
感
動
す
る
心
、
自
然
の
偉
大
さ
を

知
り
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
心
等
を
、
育
成

す
る
情
操
教
育
は
学
校
教
育
の
目
標
の
大
き

な
柱
で
あ
る
。
現
在
で
も
小
動
物
の
飼
育
や
花

づ
く
り
、
野
菜
づ
く
り
等
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

雑
木
苗
の
育
苗
は
一
人
一
鉢
運
動
の
よ
う
に
小

学
校
の
教
育
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
学
校
長
、

は
じ
め
関
係
機
関
と
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

町
　
長

樹
種
転
換
は
継
続
し
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
。
ご
指
摘
の
町
有
林
共
済
保
険

金
に
つ
い
て
は
、
当
然
山
に
使
う
べ
き
で

出
来
う
る
な
ら
ば
樹
種
転
換
に
使
い
た
い
。

当
初
の
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
に
も
樹

種
転
換
の
項
目
が
あ
り
、
や
っ
と
緒
に
就

い
た
と
思
う
、
町
と
し
て
も
町
費
を
投
入

し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

■ 

再
　
問

　

小
学
生
の
育
苗
活
動
は
育
苗
指
導
や
苗

の
山
行
き
植
栽
手
入
れ
等
々
は
あ
く
ま
で

行
政
主
導
で
や
る
べ
き
で
学
校
現
場
に
負

担
を
掛
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。

地
域
医
療
に
つ
い
て
質
問
い
た
し

ま
す
。
町
が
医
療
費
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
に
つ

い
て
、
地
域
に
医
療
機
関
の
な
い
上
分
、

左
右
内
、
鬼
籠
野
、
阿
川
、
広
野
に
町
内

の
医
師
に
よ
る
出
張
診
療
を
、
各
地
区
の

公
民
館
や
集
会
所
で
日
に
ち
を
決
め
て
し

て
頂
け
る
よ
う
に
要
請
で
き
な
い
か
。
医

療
機
関
の
無
い
地
域
の
お
年
寄
り
や
交
通

弱
者
の
方
は
、
神
領
や
下
分
ま
で
来
る
の

に
大
変
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

町
は
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

河
野
健
康
福
祉
課
長

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
予

防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
掛
か
り
付
け
の

医
師
に
よ
る
個
別
接
種
が
事
故
防
止
に
有
利

で
あ
り
、
個
別
接
種
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流

行
が
あ
り
、
町
で
は
1
歳
か
ら
中
学
校
三
年

生
を
対
象
と
し
た
集
団
接
種
を
実
施
し
た
。

　

法
改
正
後
、
町
内
の
先
生
方
に
集
団
接
種

か
ら
個
別
接
種
に
お
願
い
し
た
と
い
う
経
緯

が
あ
り
、
現
時
点
で
は
出
張
診
療
の
要
請
は

し
て
い
な
い
。

　

今
後
、
町
内
医
師
団
の
先
生
方
に
相
談
申

し
上
げ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
集

団
接
種
が
可
能
か
検
討
し
た
い
。

住
民
の
要
望
に
応
え
る
事
と
集
団

接
種
か
ら
個
別
接
種
に
移
行
し
た

整
合
性
の
説
明
を
し
て
下
さ
い
。

河
野
健
康
福
祉
課
長

で
き
る
限
り
町
民
の
要
望
に
答
え

た
い
が
、
前
提
と
し
て
町
内
の
先
生
方
の

意
向
等
も
集
約
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

■ 

提
　
起

　

地
域
医
療
の
充
実
は
、
市
町
村
の
問
題
で

あ
る
と
同
時
に
県
の
問
題
で
も
あ
り
、
ま
た

県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
地
域
医
療
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
町
内
に
あ
る
医
療
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
へ
き
地
医
療
の
新
し
い
形
の
診

療
所
を
つ
く
る
こ
と
の
努
力
を
要
請
し
ま
す
。

細井 成富 議員

木元 史幸 議員

３

１

２

雨氷被害後、伐採されボランティ
アによる雑木苗の植栽
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統
一
地
方
選
の
日
程
が
発
表
さ
れ

た
。
三
選
へ
の
出
馬
は
あ
る
の
か
。

町
　
長

町
政
運
営
に
対
し
厳
し
い
意
見
が

あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。
不
退
転
の

気
持
で
出
馬
を
す
る
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
点
検

（
一
）
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営
に
つ
い
て

町
　
長

給
与
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
町
長

20
％
、
副
町
長
10
％
、
教
育
長
5
％
、
約

2
8
0
万
円
の
カ
ッ
ト
。

安
心
安
全
に
つ
い
て
。

町
　
長

（
一
）
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
は
、
公
共

施
設
に
全
て
設
置
を
し
た
。

（
二
）
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は

若
干
遅
れ
気
味
で
あ
る
。

　

2
校
が
発
注
済
、
2
校
が
準
備
中
で
あ
る
。

（
三
）
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、

30
％
の
目
標
に
は
届
い
て
な
い
。

（
四
）
防
災
無
線
の
個
別
受
信
機
の
更
新

は
進
ん
で
い
る
が
、
本
体
施
設
の
更
新
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

火
災
警
報
機
の
世
帯
配
付
を
実
現
し
た
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

町
　
長

（
一
）
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ

い
て
は
現
在
は
中
学
生
卒
業
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。

（
二
）
妊
婦
の
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
14

回
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
学
童
保
育
の
充
実
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
2
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

す
だ
ち
っ
こ
く
ら
ぶ
（
神
領
）
で
は
寄
井

座
の
指
導
に
よ
り
、
伝
統
芸
能
の
継
承
に

つ
い
て
も
学
ん
で
い
る
。

（
四
）
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の

無
料
化
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
〇
歳
か
ら
四

歳
ま
で
の
無
料
化
、
子
宮
頸
ガ
ン
に
つ
い

て
は
高
1
ま
で
実
施
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

町
　
長

（
一
）
農
業
指
導
班
会
戦
略
会
議

が
立
ち
あ
が
り
県
、
Ｊ
Ａ
、
町
が
一
体
と

な
っ
て
の
場
が
で
き
た
。

（
二
）
遊
休
農
地
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
組
織
団
体
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

の
か
な
と
思
う
。

交
流
人
口
の
増
大
に
つ
い
て

町
　
長

（
一
）
移
住
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、

30
人
余
り
の
方
が
移
住
し
て
い
る
。

（
二
）
県
の
観
光
協
会
調
べ
で
、
本
年
に

は
、
1
0
0
万
人
に
届
く
、
森
林
公
園
で

は
平
成
20
年
度
で
13
万
人
を
超
え
て
い
る
。

　

神
山
温
泉
、
道
の
駅
で
は
両
方
合
わ
せ

て
5
億
円
に
近
づ
い
て
い
る
。

　

交
流
人
口
を
増
や
す
に
は
、
各
地
域
で
、

イ
ベ
ン
ト
等
を
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

地
域
助
成
制
度
、
元
気
力
創
出
事
業
を
創

設
し
た
い
と
、
考
え
て
い
る
。

課
題
克
服
に
む
け
て
の
決
意

町
　
長

（
一
）
人
口
増
に
つ
な
が
る
施
策

に
つ
い
て
。

　

一
戸
建
で
、
神
山
産
材
の
木
を
使
っ
た
、

菜
園
付
き
の
住
宅
を
是
非
や
ら
ね
ば
と

思
っ
て
い
る
。

（
二
）
住
民
と
の
協
働
に
つ
い
て

　

新
た
な
公
の
時
代
で
あ
る
。
一
部
指
定

管
理
が
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
公
民
館
を

地
域
の
方
々
に
担
っ
て
い
た
だ
く　

地
域

の
拠
り
所
と
し
て
、
人
材
の
育
成
に
力
を

入
れ
る
。

（
三
）
職
員
能
力
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

町
　
長

接
遇
マ
ナ
ー
、
事
務
能
力
、
交
渉
力
、

問
題
解
決
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

ア
ッ
プ
の
た
め
に
研
修
を
積
ま
せ
た
い
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

町
　
長

　
（
一
）
気
候
変
動
に
強
い
品
種

づ
く
り
に
、
試
験
場
、
県
等
に
申
あ
げ
て

い
る
。（
ス
ダ
チ
の
品
種
に
つ
い
て
）

　
（
二
）
担
い
手
の
育
成
、
新
規
就
労
者

の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

学
校
問
題
に
つ
い
て

町
　
長

今
後
の
生
徒
数
の
推
移
を
見
な
が

ら
、
小
中
一
貫
校
な
の
か
、
小
学
校
2
校
、

中
学
校
１
校
か
進
め
て
い
き
た
い
。

５

６７

８９

１２

４

３
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条
例
制
定
・
改
廃
等

●�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
改
正

　

人
事
院
の
給
与
改
定
勧
告
に
よ
り
、

町
に
お
い
て
も
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
、
国
の
取
り
扱
い
を
基
本
と
し
て
対

応
す
る
こ
と
に
し
、
関
連
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
月
例
給
の
平
均
改
定

率
〇
・
一
九
％
の
引
き
下
げ
と
、
期
末

勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
四
・
一
五
月

分
か
ら
〇
・
二
月
分
引
き
下
げ
三
・
九
五

月
分
と
す
る
も
の
で
す
。	

　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

●�

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

本
改
正
は
、
人
事
院
勧
告
の
趣
旨
や

国
の
取
り
扱
い
方
針
を
踏
ま
え
、
関
連

す
る
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
期
末
手
当
の
支
給
月

数
を
三
・
〇
五
月
分
か
ら
〇
・
一
月
分
引

き
下
げ
二
・
九
五
月
分
と
す
る
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

●�
神
山
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
と
同

様
に
、
同
じ
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

●�

神
山
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

特
別
職
の
改
正
、
勝
名
地
区
各
町

村
の
対
応
等
を
参
考
に
改
正
す
る
も

の
で
、
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
三
・

〇
五
月
分
か
ら
〇
・
一
月
分
引
き
下
げ

二
・
九
五
月
分
と
す
る
も
の
で
す
。	

　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

平成22年第３回臨時議会
　第3回臨時議会は、平成22年11月26日に開催しました。
　提出議案は、条例の一部改正4件を審議しいずれも原案どおり可決しました。

平成22年第２回臨時議会
　第2回臨時議会は、平成22年10月27日に開催しました。
　提出議案は、補正予算1件を審議し、いずれも原案どおり可決しました。

　一般会計補正予算(第４号)が提案され３億6123万円が追加されました。主
に神山消防署建設工事、広野小学校、神山中学校耐震改修事業の追加となって
おります。

補正予算
一般会計	 41億1,132万円
	 （3億6,123万円）
	 上段は予算総額（　）内は予算額

主　な　内　容
◎神山消防署建設工事	 4,000万円
◎広野小学校耐震事業	 1億7,800万円
◎神山中学校耐震事業	 1億3,800万円

神山中学校
広野小学校
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沢
町
議
会
を
訪
問
し
研
修
を
行
っ
た
。
小

布
施
町
議
会
で
は
、
議
会
活
性
化
の
取
り

組
み
と
し
て
通
年
議
会
を
開
催
し
て
い
る
。

通
年
議
会
実
施
要
綱
の
説
明
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
軽
井
沢
町
で
も
通
年
議
会
を
試

行
中
と
の
こ
と
で
通
年
議
会
制
導
入
に
向

け
て
の
経
緯
な
ど
を
軽
井
沢
町
議
会
内
堀

次
雄
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
説
明
を
受
け

た
。

「
通
年
議
会
と
は
」

　

議
会
の
定
例
会
は
年
４
回
開
催
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
定
例
会
ご
と
に
会
期
が
決
ま
っ

て
い
た
。
通
年
議
会
は
、
こ
の
定
例
会
を

年
１
回
と
し
、
会
期
を
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
１
年
間
と
し
て
、
本
会
議
や
委
員
会

が
随
時
に
出
来
る
。

「
本
会
議
は
ど
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
る
か
」

　

議
会
は
年
４
回
町
長
の
招
集
で
開
催
さ

れ
て
い
る
が
、
通
年
議
会
と
な
る
と
町
長

が
年
１
回
議
会
を
招
集
す
る
だ
け
で
、
あ

と
は
必
要
に
応
じ
議
長
が
本
会
議
の
休
会

と
再
開
を
繰
り
返
す
。  

「
通
年
議
会
に
な
る
と
、
ど
う
変
わ
る
」

　

本
会
議
が
い
つ
で
も
再
開
で
き
る
の

で
、
緊
急
に
議
案
等
の
審
議
が
必
要
と

な
っ
た
と
き
や
意
見
書
の
提
出
、
ま
た
会

期
中
に
制
限
さ
れ
て
い
た
委
員
会
活
動
が

通
年
に
な
る
こ
と
で
活
発
に
な
る
な
ど
、

議
会
が
柔
軟
に
対
応
で
き
効
率
の
良
い
議

会
運
営
が
図
ら
れ
る
。

（
議
長　

山
本　

充
良
）

　

昨
年
10
月
14
日（
木
）か
ら
15
日（
金
）

ま
で
勝
名
地
区
（
石
井
・
神
山
・
佐
那
河

内
・
勝
浦
・
上
勝
）
の
議
長
、
副
議
長
10

名
と
共
に
石
井
町
か
ら
高
知
市
文
化
プ
ラ

ザ
へ
と
研
修
に
向
か
っ
た
。

　

13
時
よ
り
「
超
高
齢
化
社
会
〜
住
民
は

ど
う
し
た
い
の
か
」
と
題
し
朝
日
放
送
の

報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
出
演
し
て
い
る
、

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
で
弁
護
士
の

堀
田
力
氏
の
講
演
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
、
オ

ラ
ン
ダ
が
世
界
で
1
番
目
に
介
護
保
険
制

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
七
日
、
東
京

の
N
H
K
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
五
四
回
町   

村
議
会
議
長
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
神
山

町
議
会
も
議
長
、
事
務
局
長
が
徳
島
県
議

長
会
の
十
六
町
村
議
長
、
事
務
局
長
と
共

に
参
加
し
た
。

　

大
会
で
は
、議
会
人
は
一
致
団
結
し
て
、

果
敢
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
を
誓
う
と
の

大
会
宣
言
が
あ
り
、
地
域
主
権
改
革
の
実

現
を
期
す
る
他
十
三
の
決
議
が
採
択
さ
れ

た
。
ま
た
、
地
域
主
権
改
革
の
実
現
に
関

す
る
特
別
決
議
、
町
村
税
財
源
の
充
実
強

化
に
関
す
る
特
別
決
議
、
医
療
保
険
制
度

の
抜
本
的
見
直
し
に
関
す
る
特
別
決
議
、

森
林
資
源
の
保
全
に
関
す
る
特
別
決
議
の

四
特
別
決
議
が
採
択
、要
望
二
十
三
項
目
、

四
国
地
区
か
ら
の
「
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
解
消
及

び
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
の
通
行
料
金

に
関
す
る
要
望
な
ど
各
地
区
か
ら
出
さ
れ

た
九
項
目
の
要
望
が
採
択
さ
れ
た
。

（
議
長　

山
本　

充
良
）

　

第
五
四
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
出

席
に
合
わ
せ
徳
島
県
議
長
会
の
町
村
議
会

議
長
会
役
員
研
修
が
あ
り
十
一
月
十
八
日

長
野
県
小
布
施
町
議
会
、
十
九
日
は
軽
井

行
政
視
察
な
ど
報
告

第
五
四
回
町
村
議
会
議
長

全
国
大
会
に
参
加
し
て

第
51
回
四
国
地
区
町
村
議
会

議
長
会
研
修
会
に
参
加
し
て

平
成
二
十
二
年
度
徳
島
県

町
村
議
会
議
長
会
役
員
研
修

全国大会で議長を務めた徳島県町村議会議長会
会長　松茂町　一森康雄氏（向かって右側）

長野県小布施町で通年議会について説明を受ける
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度
を
導
入
し
た
こ
と
。
ま
た
昔
は
寝
た
き

り
10
日
、
今
は
寝
た
き
り
3
年
、
と
な
り

家
庭
介
護
は
難
し
く
、
介
護
す
る
に
も
体

力
が
な
く
な
る
と
、
介
護
す
る
愛
情
が
な

く
な
る
。そ
の
た
め
虐
待
も
お
き
て
く
る
。

そ
の
た
め
に
は
介
護
保
険
制
度
は
必
要
で

あ
る
。
ま
た
今
の
介
護
保
険
制
度
の
問
題

点
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

　

15
時
よ
り
時
事
通
信
社
政
治
部
長　

山

田
恵
資
氏
が
長
年
の
国
会
記
者
の
経
験
と

し
て
議
員
の
裏
話
や
時
の
人
仙
石
官
房
長

官
の
人
と
な
り
を
私
見
を
交
え
て
の
講
演

が
あ
っ
た
。

　

翌
日
高
知
県
、
佐
川
町
（
さ
が
わ
と
読

ま
ず
さ
か
わ
と
濁
ら
な
い
）
を
「
佐
川
ま

ち
な
み
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
目
的
に

訪
問
。
平
成
15
年
金
沢
、
萩
、
彦
根
、
高

山
、
京
都
と
共
に
国
の
事
業
許
可
を
う
け

特
色
あ
る
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。

高
知
県
は
酒
豪
の
県
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
も
有
名
な
銘
柄
の
司
牡

丹
の
会
社
が
あ
る
町
で
あ
る
。
江
戸
中
期

よ
り
酒
造
業
を
営
み
創
業
者
竹
村
家
の
建

物
を
中
心
に
美
し
い
街
並
み
を
保
存
し
て

い
る
、
世
界
的
に
有
名
な
植
物
学
者
牧
野

富
太
郎
も
こ
の
町
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と

か
ら
文
化
の
町
と
し
て
ま
た
桜
も
有
名
な

よ
う
で
3
者
（
街
並
み
・
文
化
・
桜
）
を

組
み
合
わ
せ
て
街
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

高
知
県
内
の
女
性
に
県
内
で
行
き
た
い
市

町
村
は
ど
こ
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
常

に
ベ
ス
ト
3
に
入
っ
て
い
る
こ
と
の
理
由

も
街
並
み
を
散
策
す
る
と
う
な
ず
け
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　

街
づ
く
り
は
あ
る
程
度
歴
史
に
裏
打
ち

さ
れ
た
も
の
が
な
い
と
、
に
わ
か
作
り
に

は
似
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

（
副
議
長　

森
本
吉
治
）

　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日
、
佐

那
河
内
村
役
場
に
お
い
て
佐
那
河
内
村
議

会
・
神
山
町
議
会
の
研
修
会
が
行
わ
れ

両
議
会
議
員
と
事
務
局
が
参
加
し
た
。    

　

こ
の
交
流
研
修
会
は
、
毎
年
行
わ
れ
両

議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
課
題
を
テ
ー
マ

に
開
か
れ
今
回
で
十
回
目
と
な
っ
た
。  

　

佐
那
河
内
村
と
は
、
地
域
情
報
化
基
盤

整
備
事
業
、
鳥
獣
害
防
止
広
域
対
策
事
業

等
広
域
で
事
業
を
遂
行
し
て
お
り
、
議
会

と
し
て
も
町
村
間
の
意
見
が
重
要
視
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
の
研
修
は
、
高
齢
福
祉
を
取
り
上

げ
、
講
師
に
特
別
養
護
施
設
健
祥
会
ハ
イ

ジ
施
設
長　

盛
川
浩
司
氏
に
よ
る
「
介
護

の
現
場
か
ら
」
と
題
し
講
演
が
あ
っ
た
。

　

介
護
保
険
導
入
経
緯
、
介
護
保
険
の
段

階
基
準
、
医
療
と
介
護
の
違
い
等
の
説
明

を
受
け
、各
議
員
熱
心
に
講
義
を
受
け
た
。

（
議
長　

山
本
充
良
）

　

本
年
10
月
28
・
29
日
の
2
日
間
、
名
西

消
防
組
合
主
催
に
よ
る
名
西
消
防
議
員
視

察
研
修
が
実
施
さ
れ
、
消
防
議
員
10
人
・

事
務
局
1
人
が
滋
賀
県
東
部
に
あ
る
滋
賀

県
愛
知
郡
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
を
現

地
視
察
し
ま
し
た
。

　

愛
知
郡
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
は
東

近
江
市
と
愛
荘
町
の
一
市
一
町
に
よ
り
組

織
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合
の
組
合
消
防
で

あ
る
。

　

職
員
数
は
61
人
、
人
口
3
4
、9
0
3

人
、
財
政
規
模
は
平
成
21
年
度
決
算

4
2
5
、3
1
5
千
円
で
名
西
消
防
組
合

と
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
出
動
状
況
は
、
火
災
8
件

（
建
物
3
件
、車
両
4
件
、そ
の
他
1
件
）、

救
急
1
、2
6
9
件
（
急
病
7
3
0
件
、

交
通
事
故
1
8
4
件
、
一
般
負
傷
1
5
4

件
、転
院
搬
送
61
件
、そ
の
他
1
4
0
件
）、

救
助
出
動
に
つ
い
て
は
、
郡
の
西
部
を
南

北
に
国
道
8
号
線
、
中
央
部
を
南
北
に
名

神
高
速
道
路
と
国
道
3
0
7
号
線
が
横
た

わ
っ
て
い
る
事
か
ら
交
通
量
が
多
く
、
救

佐
那
河
内
村
議
会
と

交
流
研
修
会
開
催

名
西
消
防
組
合
議
員
視
察

研
修
に
参
加
し
て

佐那河内村議会・神山町議会交流研修会

整備された高機能車両
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　第２回定例組合議会は、平成22年12月24日
に名西消防組合本部で開催しました。
　本定例会では名西消防組合条例の一部改正（専
決１号から７号）７件、平成21年度一般会計歳
入歳出決算の認定、平成22年度一般会計補正予
算を審議しいずれも原案どおり承認、認定、可決
しました。
　承認、認定、可決しました議案は次のとおりです。

　専決処分事項７件については名西消防組合条例
の一部改正の承認、平成21年度名西消防組合一
般会計歳入歳出決算認定は歳入総額４億9,739
万円、歳出総額４億5,736万円、歳入歳出差引
額4,003万円、繰越明許費繰越額3,150万円、
実賃収支額854万円の認定、一般会計補正予算
は924万円を追加し4億9,154万円を可決しま
した。

名西消防組合平成22年　第2回定例組合議会

急
出
動
33
件
中
25
件
は
交
通
事
故
に
よ
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
建
設
費
に
係
る
総
事
業
費
1
、

2
7
9
、0
0
0
千
円
（
用
地
費
除
く
）、

建
物
総
延
べ
面
積
3
、6
2
2
㎡
、
他
に

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
場
外
離
着
陸
場
を
有
し
大

規
模
地
の
自
然
災
害
に
備
え
た
対
策
が
と

ら
れ
て
い
る
。

　

庁
舎
棟
1
階
玄
関
ホ
ー
ル
に
設
け
ら
れ

た
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
は
各
種

資
料
を
展
示
し
て
地
域
住
民
の
方
々
が
身

近
に
体
感
し
な
が
ら
防
災
意
識
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
な
施
設
に
工
夫
さ
れ
、
ま
た
、

防
火
衣
ロ
ッ
カ
ー
室
は
出
動
時
に
迅
速
に

着
衣
で
き
る
よ
う
回
転
式
装
備
庫
と
効
率

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。　

　

２
階
の
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
は
、
携
帯

電
話
か
ら
の
情
報
を
G
P
S
機
能
と
の
連

携
に
よ
り
、
誤
差
が
64
ｍ
以
内
で
検
索
可

能
な
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
機
動
力
ア
ッ
プ

に
繋
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
平
成
17
年

2
月
よ
り
供
用
開
始
し
て
い
る
。

　

こ
の
視
察
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の

は
、消
防
事
業
だ
け
で
な
く
、上
下
水
道
、

不
燃
ゴ
ミ
、
斎
場
事
業
を
取
り
扱
っ
て
お

り
、24
時
間
体
制
を
生
か
し
た
水
道
事
業
、

斎
場
事
業
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

消
防
広
域
化
再
編
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
東
近
江
市
に
は
市
町
合
併
に
よ
り
二

つ
の
消
防
本
部
が
管
轄
す
る
と
い
う
二
重

行
政
状
態
の
運
営
方
式
が
解
消
で
き
、
県

内
の
広
域
応
援
ブ
ロ
ッ
ク
と
一
致
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
東
近
江
行
政
組
合
消
防
本

部
と
の
広
域
化
が
望
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
一
本
化
さ
れ
る
と
滋
賀
県
が
推
進
す
る

常
備
消
防
の
広
域
化
の
方
向
性
と
合
致
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
地
域
住
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
た
め
の
設
備
の
充
実
と

機
能
強
化
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
と
共
に
、
こ
の
度
の
研
修
を

通
じ
今
後
の
消
防
議
会
活
動
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
名
西
消
防
議
会
議
長　
　

細
井　

成
富
）

議
会
だ
よ
り
の
投
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
「
出
来
事
」
や
「
情
報
」

な
ど
、お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

投
稿
は
自
由
で
す
。
提
出
さ
れ
た
投

稿
は
、
本
委
員
会
で
協
議
検
討
し
、

承
認
を
得
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
発
刊
月
は
２
月
・
５

月
・
８
月
・
11
月
の
年
４
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
山
町
役
場
内　

議
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
７
６
ー
１
５
１
１

　
　
［
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
］

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
！

　

皆
さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
が
議
場
で

ど
ん
な
発
言
を
し
て
い
る
の
か
自
分

の
目
と
耳
で
お
確
か
め
下
さ
い
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

定
例
会
は
年
４
回
（
３
月
・
６

月
・
９
月
・
12
月
）に
開
か
れ
ま
す
。

　

日
程
・
手
続
き
等
は
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

神
山
町
議
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
７
６
ー
１
５
１
１

　
　
［
Ｉ
Ｐ
２
０
０
２
］

次
の
定
例
会
は

３
月
上
旬
で
す
。

消防指令室
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（
問
）　
現
行
の
ま
ほ
ろ
ば
の
里
づ

く
り
助
成
金
制
度
に
よ
り
、
町
内
各

地
域
で
地
域
活
性
化
の
活
動
が
展
開

し
て
い
る
、
こ
の
制
度
は
地
域
活
性

化
の
起
爆
と
し
て
評
価
出
来
る
が
、

助
成
期
限
が
経
過
す
る
と
当
然
継
続

し
て
の
活
動
が
苦
し
く
な
る
の
が
実

情
で
あ
る
。

　
地
域
活
性
化
の
活
動
は
創
出
す
る

こ
と
も
住
民
の
協
働
、労
力
、知
恵
、

資
金
等
と
大
変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
要

る
。

　
し
か
し
活
動
の
継
続
も
、
創
出
と

変
わ
ら
ぬ
条
件
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
で
あ
る
。

　
助
成
終
了
後
も
何
ら
か
の
制
度
で

継
続
し
て
運
営
に
関
し
て
何
ら
か
の

助
成
が
出
来
な
い
か
。

（
答
）　
町　
長

　

ま
ほ
ろ
ば
の
里
づ
く
り
助
成
事
業

終
了
団
体
の
み
な
ら
ず
、
他
の
団
体

等
に
も
使
い
勝
手
の
い
い
よ
う
な
助

成
事
業
を
創
設
し
て
い
き
た
い
。

（
展
開
）

　

地
域
元
気
力
創
出
事
業
助
成
金
制
度
施

行
さ
れ
る
。

　

町
民
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
自
ら
考
え
行
動
す
る
町
民
の
主

体
的
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
、
新
し

い
地
域
活
動
の
取
り
組
み
の
契
機
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
が
本
来
持
つ
力

を
再
生
し
及
び
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
詳
し
く
は
交
付
要
綱
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
助
成
金
交
付
の
上
限
は

1
0
0
万
円
下
限
は
５
万
円
で
あ
る
。

（
質
問　

西
崎　

哲
夫
議
員
）

（
問
）
神
山
は
ご
存
知
の
通
り
高
齢

化
が
非
常
に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

為
、
足
腰
が
衰
え
た
り
し
て
外
出
が

思
う
に
ま
か
せ
ら
れ
な
い
方
々
が
増

え
て
お
り
、
山
上
の
人
に
と
っ
て
は

買
物
、
病
院
等
、
外
出
す
る
の
に
タ

ク
シ
ー
を
使
っ
た
り
と
金
銭
的
に

も
、
不
自
由
さ
を
し
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
展
開
）

　
こ
の
度
、
二
月
よ
り
「
高
齢
者
等
タ

ク
シ
ー
助
成
制
度
」が
で
き
ま
し
た
。（
愛

称
、
の
ら
ん
で
タ
ク
シ
ー
）

　

70
歳
以
上
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用

困
難
な
人
、
介
護
保
険
支
援
１
以
上
の

人
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
及
び
二
級

の
人
、
他
精
神
障
害
者
手
帳
の
一
級
、

二
級
の
人
を
対
象
に
町
内
タ
ク
シ
ー
業

者
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
、
2
0
0
0

円
以
下
の
場
合
は
半
額
、
2
0
0
1
円

〜
3
0
0
0
円
の
場
合
は
運
賃
か
ら

1
0
0
0
円
を
引
い
た
差
額
、
3
0
0
0

円
以
上
の
場
合
は
2
0
0
0
円
を
助
成
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
買
物
、
病
院
通
い

と
高
齢
者
等
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
あ
り

が
た
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
是
非
ご
利
用
し
て
下
さ
い
。

（
質
問
）

　

森
彦
富
議
員
、
樫
本
雄
一
議
員
、
森
本

吉
治
議
員
が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
や
、

制
度
の
導
入
、
又
、
タ
ク
シ
ー
代
等
の
補

助
が
で
き
な
い
も
の
か
と
質
問
。

あ
の
質
問
はど

う
な
っ
て
い
る
の

　
 

追
跡
レ
ポ
ー
ト

?
?
?
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　農家の長男して生まれ、なんとなく後継ぎとして家の農業を24歳の時に始めました。初めは、何
も分からず父の言われた事を、日々こなしていました。今考えて見ると、給料なんて貰える仕事なん
てしてなかったと思います。
　転機は、結婚した時、友人に「お前見たいな農家に嫁に来てくれるなんて奇跡やぞ」と言われ今お
かれている農家現状について真剣に考えるようになりました。農業は「きつい」「稼げない」仕事と思っ
ている人がほとんどでしょう。確かに、農繁期はきつい！！朝は早くから夜遅くまで休み無しで作業
します。
　でも、農繁期と言っても長くて一カ月半くらい、後は意外とのんびりとです。深刻な事は、「稼げ
ない」って言う事じゃないかな？いくら良い物を作っても農産物は買う人が値段を付け買われますか
ら。ここに、「稼げない」原因があると思う。
　でも、私たちが、栽培しているすだちは儲かる農産物だと思う。だって、日本一の生産地は徳島！！
すだち発祥の地は神山鬼籠野！！貯蔵すだちの出荷量大半は神山産だから絶対儲かるはずなのです
が・・・昨年の収穫すだちは、不作で収穫量が少なかったため良い値段で取引されています。しかし
今年の予想は豊作年です。何も策を考えずに行くと２年前の豊作貧乏になりかねません。豊作の時は、
すだちを売り出すチャンスです。
　２年前に、近所のすだちを栽培している先輩に「ダイレクトメールで東京の店にすだちを売り込ま
ないか」の話に私自身も、インターネットで少しすだちを販売していたので、チャンスだと思い参加
する事にしました。
　まずは、賛同して貰える仲間を集めました。家でばりばりやってる人、常は仕事に行き、休みの日
にやってる人、後継者など近所で８人のメンバーが集まりました。現在の農産物生産グループ「みど
り会」です。
　私は、事務局としてすだちの注文、発送、お問い合わせ担当となりその対応であまり家の仕事が出
来ず、家族には迷惑をかけました。
　結果は、余り思った量は売れませんでしたが、すだちについて真剣に向き合い「来年こそやってや
ろう！！」の気持ちが芽生えメンバーが集まるたびにすだちの談議に花が咲くようになってきました。

昨年からは会のホームページを立ち上げ、ブログで
すだちの生育状況、イベントなどなど農作業の合間
にすだちファンへ情報を発信しています。少しは儲
かる農業へ向かってると思っています。
　最後に、私は祖父、父の作業している背中を見て
育ちました。今ではその大きな背中を追いかけてい
ます。努力していますがなかなか追いつけません。
でも、心中では追いつきたくはない。息子に私の背
中はどの様に映っているのでしょうか？大きいか
な？今度は、息子に追われるように日々努力したい
と思っています。

農家の息子として 読者からの寄稿

鬼籠野字一ノ坂
佐々木　宗　徳

農産物生産グループ
「みどり会」事務局
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神
山
町
上
分
の
北
谷
川
の
両
ふ
ち
に
あ

る
字
（
石
本
・
中
峯
・
名
・
西
久
地
・
立

岩
・
一
宇
夫
・
名
ヶ
平
）
の
七
集
落
が
北

谷
地
区
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

北
谷
地
区
は
、
昔
か
ら
人
情
厚
く
、
ま

と
ま
り
も
よ
く
何
の
事
業
も
共
同
で
取
り

組
ん
で
来
た
。

　

七
集
落
の
た
め
七
福
神
に
ち
な
ん
で
、

七
福
青
年
団
・
七
福
婦
人
会
等
・
七
福
は

北
谷
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。

　

七
福
踊
り
は
、
北
谷
地
区
に
昔
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
各
字
名
持
ち
廻
り
の
地
鎮
祭

り
に
、
各
名
の
踊
り
上
手
が
七
福
神
に
変

装
し
て
踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
る
。

　

昭
和
天
皇
即
位
の
御
大
典
に
踊
っ
た
の

が
最
後
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
神
山
町
合

併
三
十
周
年
記
念
に
町
民
体
育
館
で
再
現

し
、
郷
土
芸
能
伝
承
の
為
、
上
分
小
学
校

児
童
が
毎
年
練
習
を
し
て
、
新
春
芸
能
大

会
で
、
発
表
し
て
い
た
が
、
小
学
校
休
校

で
伝
承
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　

音
頭
出
し
も
名
地
区
の
竹
内
春
雄
氏
だ

け
と
な
り
、
踊
り
手
は
北
谷
地
区
の
有
志

に
よ
り
、ど
う
に
か
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

北
谷
地
区
の
高
齢
化
に
準
じ
て
、
七
福

踊
り
関
係
者
の
高
齢
化
が
課
題
で
も
あ
る
。

　
七
福
踊
り
の
歌
詞

来
ま
せ　

上
山
眺
め
の
四
季
は

　
　

去
る
に　

去
ら
れ
ぬ
絵
巻
物

緑
し
た
た
る　

あ
ち
こ
ち
縫
う
て

　
　

清
き
流
れ
の　

鮎
喰
川

暑
さ
捨
て
ま
し
ょ　

神
通
滝
は

　
　

昼
も
来
て
啼
く　

都
鳥

唄
う　

か
じ
か
に
つ
い
誘
わ
れ
て

　
　

宿
の
川
又　

結
ぶ
夢

剣
参
り
の　

鈴
の
音
冷
し

　
　

山
に
白
衣
が　

ち
ら
ち
ら
と

剣
お
ろ
し
が　

峠
に
な
け
ば

　
　

東
宮
お
山
は
、
雪
化
粧

龍
王
の
山
か
ら　

北
谷
見
れ
ば

　
　

七
名
揃
っ
て　

七
福
神

名
で
は　

竹
内　

大
黒
神

　
　

中
峯　

西
田
の　

恵
美
寿
神

石
本　

蔭
山　

ほ
く
ろ
く
さ
ん

　
　

西
久
地　

神
田
の　

寿
老
神

立
岩　

福
田
の　

び
し
ゃ
も
ん
さ
ん

　
　

一
宇
夫　

笠
原　

ほ
て
い
さ
ん

名
ヶ
平　

石
川　

弁
天
さ
ん

七
福
神
が　

輪
に
な
っ
て

　
　

踊
れ
ば　

笑
顔
の
花
が
さ
く

　
　
　
　

北
谷　

繁
昌
と　

舞
踊
る

（
伊
勢
節
の
節
で
）

上分北谷七福踊り

郷土芸能の現状と課題［第7回］

シリーズ

個性豊かに、軽妙洒脱が本領の北谷七福踊り
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　神山町内でも鬼籠野字東分の田んぼは、家屋や大きな樹木もなく、唯一盆地状の風景が展開する。
ここで地元の住民団体「鬼籠野輝きフォーラム」により7年前から毎年年末年始に、「鬼籠野灯り
のオブジェ」が実施されている。
　今回は昨年12月24日、25日と新年2日の、3晩実施された。この行事の光源は、昔ながらのロー
ソクで収穫が終った約5haの田んぼに、500個のローソクに火が灯され、温かみのある淡い光が
盆地状の視界に揺らぐ風情は心打たれる。
　60年程前小学生の頃、冬の夜なべ仕事のいろり端で、大人から聞かされた「狸の提灯行列」の
話や、寒い冬の晩、点々とした山据の家の障子越に洩れる、低燭光の裸電球の温かみのある灯りが
重なる。点灯も電飾がスイッチＯＮで一斉に作動するのに比べ、鬼籠野盆地のローソクは寒風の下
で、一個一個と人海戦術である。神山でも年末になると各所で、ＬＥＤ主流のイルミネーションが
点滅し、クリスマスムードを盛り立ててくれる賑いを楽しみにしている。
　しかし、寒さが厳しい山里の空気を削いて冷たく光り点滅する、ＬＥＤのイルミネーションもこ
れだけ数が増えてくると、少々食傷気味に感じている帰省客もいるようでもある。電飾の様な華や
かさは無いものの、生きた火が揺らめく盆地の風情は言葉には言い表わせない、温かみと郷愁があ
る。山里の冬の昔を体験した方々には、是非、一見の価値がある鬼籠野盆地冬の宵の、やさしい灯
りの祭典である。

表紙写真　松浦　一郎氏　神領字北

表紙写真説明

「鬼籠野灯りのオブジェ」

７年前、鬼籠野活性化起爆の、熱い思いを共有した当時の人達
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神
山
中
学
立
志
式
に
出
席
し
、
私

の
未
来
、
神
山
の
未
来
に
つ
い
て
子

供
達
の
考
え
、
提
言
を
聞
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

職
業
体
験
を
通
じ
て
の
文
集
で

は
、
誰
か
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
、

笑
顔
が
大
切
で
あ
る
。
物
事
を
成
就

す
る
に
は
、
努
力
が
大
切
で
あ
る
。

子
供
達
の
健
全
な
考
え
方
が
、
基
本

に
あ
る
こ
と
を
、
嬉
し
く
感
じ
ま
し

た
。

　

神
山
町
の
暮
ら
し
に
、
愛
着
度
が

八
割
も
超
え
る
と
い
う
、
中
学
生
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ
る
。

　

こ
の
数
字
を
大
人
達
が
ど
う
生
か

す
か
が
、
問
わ
れ
て
い
る
。

　

議
会
だ
よ
り
も
今
号
で
第
八
回
に

な
り
、
投
稿
し
て
い
た
だ
い
た
り
取

材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
議
会

だ
よ
り
に
多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。�

（
木
元　

史
幸
）

議
　

会　
の　
動　
き

１
月

９
日　

消
防
出
初
め
式

10
日　

成
人
式

13
日　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

24
日　

町
議
会
第
1
回
臨
時
会

　
　
　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

２
月

２
日　

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

4��

日�　

�

勝
名
地
区
町
村
監
査
委
員
連
絡
協

議
会
定
期
総
会

９�

日�　

�

勝
名
地
区
町
村
議
会
議
員
研
修

11
日　

近
畿
神
山
会
第
20
回
総
会
出
席

15
日　

議
会
だ
よ
り
か
み
や
ま
発
行

　

�　

�　

�

町
村
監
査
委
員
協
議
会
第
9
回
定

期
総
会

21
日　

名
西
消
防
組
合
神
山
消
防
署
起
工

　
　
　

式

25�
日�　

�

県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
�　

�　
�

勝
名
地
区
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会

３
月

３
日　

名
西
消
防
組
合
議
会

７
日
〜
16
日　

町
議
会
3
月
定
例
会

11
日　

中
学
校
卒
業
式

17
日　

小
学
校
卒
業
式

高知市出身

稲垣　恵さん

移住者紹介コーナー

編
集
後
記

　新春、第一回目は、阿野字長瀬にお住まいの、二十代の清楚な女性です。
　今までご紹介してきた方々は家族連れの人達でしたが、今回はお一人でお暮らしで、高知市出身で、高
知大学を卒業後、鳴門教育大学大学院を卒業の後、神山アーティスト イン レジデンスが切っ掛けでこの地
に来られたとの事です。その期間中には全国の美大の人との交流もあったりと、田舎暮らしを楽しんでい
るようです。
　現在、長瀬地区の阿部久様宅の一棟をお借りしておられ、目の前に日々変わりゆく鮎喰川の景色や山の
自然のうつろいをしっとりと感じておられるようでした。
　神山の印象について聞いてみると「閉鎖的でないのに、しっかり田舎が残っている」と、地元民にはな
い見方でとらえていて、心に残りました。まだ独身とのことですが、良い伴侶に恵まれ、神山にずっといて
もらえたらと思えるかわいい女性でした。

28

人

の

夢


